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第
二
回
の
江
府
町
ま
ち
づ
く
り

町
民
会
議
が
、
七
月
二
十
六
日
、

防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
町
長
が
、
単
独
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
「
行
政
と
住
民
が
、

協
働
し
て
明
る
い
元
気
な
江
府
町

に
し
た
い
」
と
、
今
後
、
予
想
さ

れ
る
主
な
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
、

行
財
政
改
革
へ
の
理
解
を
求
め
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
町
か
ら
提
案
さ
れ
た

十
三
件
の
見
直
し
案
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
各

集
落
の
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

町
行
政
に
関
す
る
質
問
や
、
新
た

な
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
十
三
日
に
は
、
役
場
で
、

第
三
回
江
府
町
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
町
民
会
議
で
提
案
さ
れ
た
、
十

三
件
の
見
直
し
案
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
、
い
ず
れ
も
計
画
案
ど
お
り

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら

は
、
委
員
会
の
運
営
な
ど
に
つ
い

て
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
よ

り
活
発
な
委
員
会
の
運
営
の
た
め
、

今
後
の
部
会
や
新
た
な
研
修
会
の

実
施
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

江府町進学奨励金

団 体 補 助 金

対外試合参加補助金

江府町人工透析患者
通 院 費 助 成 事 業

江府町心身障害者扶
養共済掛金助成事業

江府町重度心身障害
児（者）養育年手当金
支 給 事 業

高校・専門学校・大学に進学能
力を有しながら経済的理由によ
り就学が困難な者に対して経費
の一部を支給することにより就
学の道を開く制度。

各団体の活動に対して助成を行
っている。

「江府町社会体育関係各種大会
等派遣補助金交付要綱」により、
大会参加料、旅費、宿泊料の１
/2以内を予算の範囲内で補助し
ている。

人工透析治療のための通院に要
する費用の一部を助成。
・対象者：在宅の人工透析者
・助成内容：通院実費の２分の１
を助成。（自家用車の場合は、公共
交通機関を利用した場合に準じ
た額）
・周辺自治体の状況：日野町・・Ｈ
１７年度から廃止。日南町・・通院
実費の２分の１（自家用車の場合
１㌔＝16円）

鳥取県心身障害者扶養共済介入
者の掛金の一部を助成。
・助成内容：掛金の10分の3を助成。
・周辺自治体の状況：日野町、
日南町とも未実施。

日常介護を必要とする重度心身
障害児（者）で20歳に満たない
者を養育又は監護している者に
対して手当金を支給。
・支給額：月額3,000円
・周辺自治体の状況：日野町、
日南町とも未実施。

支給額の見直しを行い、自宅通
学定期（江尾～米子）の自己負
担額の2/3以内の支給額とする。

会費等団体独自の収入による自
主運営を目指し、平成18年度から
2年間で段階的に減額又は廃止する。

要綱の見直しにより、小中学生
で構成するクラブについては、
旅費及び宿泊費の１/3以内を予
算の範囲内で補助する。
また、その他クラブについては、
参加補助金を廃止し、報償金（定
額）を予算の範囲内で贈呈する。

人工透析者は、週2～3回は必ず
医療機関へ通院しなければなら
ず、経済的負担が大きくまた生
涯通院が必要なため就労にも影
響がある。
日野病院を基点とした定額制に
改め、一律月額3,000円とする。

平成18年度から廃止する。

条例制定時（昭和50年）と同額で
あり、貨幣価値の変化に対応でき
ていない。また、この条例の対象
になる児は、他の手当（特別児童
扶養手当、障害児福祉手当）の支
給を受けることが可能な児であり、
平成18年度から廃止する。

・ひとづくり基金
を活用しほしい。
・支給対象者の経
済的基準を明確
にするべきである。
・制度は無くして
ほしくない。

特になし

特になし

特になし

・他町の状況だ
けでなく江府町
の実態を把握し
た対応をお願い
したい。

・他町の状況だ
けでなく江府町
の実態を把握し
た対応をお願い
したい。

町民会議の意見
を尊重し了承

見直し計画どお
り了承

見直し計画どお
り了承

見直し計画どお
り了承

見直し計画どお
り了承

見直し計画どお
り了承

案　件　名 現　　　　　状 見 直 し 計 画 町民会議の意見 推進委員会

江府町まちづくり推進計画（案）

江府町心身障害者
医 療 費 助 成 事 業

江府町精神障害者通
院費・通院医療費等
助 成 事 業

江府町知的障害者通
院 費 等 助 成 事 業

母子父子家庭等医療
費 助 成 事 業

献 血 記 念 品

敬 老 の 日 記 念 品

高齢者年介護手当
金 、 高 齢 者 顕 彰

心身障害者の医療費に要する経
費を助成することにより、健康
保持及び生活の安全を図る。
・対象者：身体障害者手帳３，
４級所持者、療育手帳所持者
・助成内容：医療費自己負担の
内３分の２（特別医療、老人医
療対象者は除く）
・周辺自治体の状況：日野町及
び日南町とも医療費の2分の1

精神障害者が通院治療を受ける場合に、
通院費及び通院医療費を助成する。
・対象者：通院医療費公費負担制度利
用者又は精神障害者保健福祉手帳の
交付を受けた者で、毎月の定期診療
を受けるために通院する者及び社会
復帰を目的とした活動（デイケア、作
業所等）へ通所する者。
・助成内容：通院実費の2分の１及び医
療費の自己負担分（５％）の全額。（他の
助成制度がある場合はそちらを優先する）
・周辺自治体の状況：日野町・・平成17
年度から廃止。日南町・・通院費、通院
医療費の2分の1．

知的障害者が通院及び通所に要
する経費について助成する。
・対象者：療育手帳所持者で、毎月
の定期健診を受けるために通院
する者及び社会復帰を目的とし
た活動（授産施設）へ通所する者。
・助成内容：通院実費の2分の１（他
の助成制度がある場合はそちら
を優先する）
・周辺自治体の状況：日野町・・平
成17年度から廃止。日南町・・通所
のみ交通費の2分の1助成。

すべてのひとり親家庭（特別医
療受給者は除く）に対し、医療
費自己負担額（3割）の2/3を助
成。

献血推進事業の一環として、町内で
実施する献血協力者について記念品（
500円相当）を贈呈。
年間で成分献血4回、全血献血2回実施。

「敬老の日」を記念して、9月15日
を基準に満74歳以上の方に記念
品を贈っている。
記念品：1,500円の商工会商品券
配布方法：地区老人クラブに依頼
周辺自治体の状況：日野町・・77歳
（2,000円）、88歳（3,000円）相当
の記念品を贈呈。自治会配布　日
南町・・自治会等が主催する敬老
会へ一人当540円助成。但し、記念
品配布のみの事業には交付しない。

町内に住所を有する暦年92歳以上の
者を扶養介護する者に、孝養を讃え
るとともに敬愛意識の高揚を図る目
的で介護年手当金を支給する。また、
本人には記念品を贈り顕彰する。
　介護年手当金：人間町宝6万円（平成
16年度2人）、それ以外の者3万円（同
37人）
　高齢者顕彰：5,000円相当の肌布団
　その他：介護者に感謝状、92歳の者
に祝詞、記念品の目録を持参し、町長
が訪問。　
周辺自治体の状況：日野町・・誕生年
100歳の者に8,000円程度の記念品。（
2～3年前から該当者なし。）
日南町・・白寿、100歳以上の者　
5,000円程度の記念品。（100歳は国
が行うため未実施）

対象者に所得制限を設ける。（平
成18年度から行われる予定の特
別医療費助成制度改正に伴う所
得制限の規定に従う。）
助成率については、周辺市町村
と同程度の2分の１に見直しを行
う。

通院費については、2分の1助成
から3分の1助成に改める。
医療費については、障害者自立
支援法の制定に伴い、平成17年
度10月から通院医療費公費負担
制度が改正され、医療費（公費
適用分）自己負担が５％から10
％となる。一部負担金の全額５
％分を助成してきたが制度改正
に伴い見直しを行う。

※障害者自立支援法は、平成17
　年10月時点で未制定となって
　います。

助成内容について、対象となる
定期診療の基準を設ける。
通院費については、2分の1助成
を3分の1助成に見直す。

・児童対象年齢を見直し、児童
が18歳になるまでを対象とする。
・所得制限を実施し、児童扶養
手当受給者を対象とする。
・助成率を引き下げ、医療費自
己負担額の1/2を助成する。

日本赤十字社から献血者に対し
記念品の贈呈があるため、町と
しての記念品の贈呈を廃止する。

「長寿のお祝い」として在宅の
者で次の節目の年の方に贈呈（そ
の年に年齢に達する人）
　喜寿（満77歳）　　
　傘寿（満80歳）　
　米寿（満88歳）　
　白寿（満99歳）　　
　満100歳　　　　　　
　記念品：商工会商品券5,000円
相当を贈呈。

・当該年に100歳以上となる在宅
者を「人間町宝」として、介護
者に介護年手当金２万円を支給
する。
・高齢者顕彰は、当該年に95歳
以上となる在宅者に5,000円相当
の記念品を贈る。在宅者とは、
調査日（8月1日）よりさかのぼ
って1年以上、入所、入院等して
いない者。

・他町の状況だけ
でなく江府町の
実態を把握した
対応をお願いし
たい。

特になし

・日野町は育成会
がないため廃止
されている。郡内
に作業所もでき
ている状況であ
り、一律でない対
応をお願いした
い。

特になし

特になし

・財政の厳しい時
にはやむを得な
い。節目の贈呈で
よい。

特になし

見直し計画どお
り了承

見直し計画どお
り了承

見直し計画どお
り了承

見直し計画どお
り了承

見直し計画どお
り了承

見直し計画どお
り了承

見直し計画どお
り了承

案　件　名 現　　　　　状 見 直 し 計 画 町民会議の意見 推進委員会
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九
月
二
十
八
日
、
第
一
回
江
府

町
議
会
企
業
誘
致
特
別
委
員
会
が

開
か
れ
、
サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

の
工
場
設
計
チ
ー
ム
の
責
任
者
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
対
し

て
の
感
謝
と
サ
ン
ト
リ
ー
の
企
業

理
念
を
述
べ
た
あ
と
、
「
工
場
建

設
は
、
奥
大
山
の
環
境
保
全
を
考

え
た
最
新
鋭
の
技
術
を
入
れ
て
建

設
に
あ
た
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
新
工
場
の
構
想
は
、

今
後
作
業
が
早
急
に
行
わ
れ
ま
す

が
、
地
域
の
環
境
に
十
分
配
慮
し

ま
す
。

　
水
を
有
効
に
活
用
し
た
、
環
境

に
よ
い
姿
を
出
し
、
地
元
と
企
業

が
響
き
あ
い
、
経
済
効
果
も
あ
る

よ
う
に
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
下
水
の
状
況
や
、
水

環
境
な
ど
に
つ
い
て
は
、
調
査
段

階
よ
り
さ
ら
に
詳
し
く
、
大
学
な

ど
の
研
究
室
や
県
・
町
と
協
力
し

て
、
十
分
な
調
査
を
進
め
た
い
。
」

と
進
出
に
あ
た
っ
て
の
、
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
株

式
会
社
、
鳥
取
県
、
江
府
町
の
３

者
で
取
り
交
わ
し
た
、
工
場
進
出

協
定
書
も
委
員
に
公
開
し
、
基
本

的
な
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　取り交わした協定書は、基本的な内容であり、公害や環境などの問題については、今後、

地域や町と企業とが協議を進めることになります。
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■
江
府
町
の
印
象
は
？

　
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
鳥
取

大
学
歯
科
口
腔
外
科
か
ら
参
り
ま

し
た
國
竹
洋
輔
で
す
。

　
実
は
、
前
任
の
國
竹
ふ
み
こ
は

私
の
妻
で
し
て
、
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
江
府
町
と
の
出
合
い
は

私
の
出
身
が
琴
浦
町
（
旧
東
伯
町
）

で
、
学
生
時
代
、
ほ
と
ん
ど
バ
ス

で
帰
省
を
し
て
い
た
の
で
江
府
イ

ン
タ
ー
で
下
車
し
、
江
府
町
を
通

っ
て
東
伯
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
山
の
ふ
も
と
に
ひ
ろ
が
る
自

然
豊
か
な
町
と
い
う
の
が
第
一
印

象
で
す
。

■
歯
科
医
師
を
目
指
さ
れ
た
理

由
は
？

　
私
は
自
分
の
手
で
病
気
を
治
療
し
、

自
分
の
目
で
は
っ
き
り
と
結
果
の

出
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
高
校

生
の
こ
ろ
歯
科
医
師
に
な
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

■
趣
味
は
何
で
す
か
？

　
時
間
が
あ
る
と
き
、
山
や
海
に

行
く
こ
と
で
す
ね
。

■
ス
ポ
ー
ツ
は
何
か
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

　
今
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
高
校
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
、

大
学
時
代
は
柔
道
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。

■
江
尾
診
療
所
の
印
象
は
？

　
江
尾
診
療
所
の
歯
科
口
腔
科
は

最
新
の
医
療
機
器
が
そ
な
わ
っ
て

お
り
、
特
別
な
治
療
は
除
い
て
、

何
で
も
で
き
る
治
療
体
制
に
あ
り

ま
す
の
で
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
先
生
が
診
療
所
で
目
指
す
も

の
は
？

　
と
に
か
く
、
医
科
の
武
地
先
生

と
呼
吸
を
合
わ
せ
、
ご
指
導
い
た

だ
き
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
が
気

軽
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
歯
科
口

腔
科
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
毎
週
火
曜
日
は
先
輩
の

木
谷
先
生
が
来
ら
れ
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
1
日
か
ら

歯
科
医
師
が
交
代

國
竹
ふ
み
こ
先
生
か
ら

こ
の
た
び
、
十
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
四
月
か
ら
赴
任
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
國
竹
ふ
み
こ
先
生
が
鳥
取
大
学
に
帰
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
後
任
と
し
て

國
竹
洋
輔
先
生
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
の
國
竹
洋
輔
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

プロフィール

國 竹 洋 輔　琴浦町（旧東伯町）出身
1974（Ｓ49）生まれ
2002（Ｈ14）日本大学歯学部卒業
　　　　　　鳥取大学医学部歯科口腔
　　　　　　外科入局

江尾診療所

く

に

　

た

け

　

よ

う

　

す

け
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九
十
五
歳
以
上
の

　
　
　
　
　
　
在
宅
者
は
八
名

　
敬
老
の
日
を
前
に
し
た
、
九
月

十
五
日
、
竹
内
町
長
が
、
在
宅
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
満
九

十
五
歳
以
上
に
な
る
八
名
（
男
性

二
名
、
女
性
六
名
）
の
方
を
表
敬

訪
問
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
年
手
当
金
は
、
今

年
か
ら
、
在
宅
で
百
歳
以
上
の
方

の
介
護
者
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
九
十
歳
以
上
は
八
十
八
名

　
町
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

で
、
今
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
、
九
十
歳
以
上
に
な
る
方
は
、

八
十
八
名
。

　
そ
の
う
ち
、
百
歳
以
上
は
三
名

で
す
。

　
み
な
さ
ん
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
百
歳
以
上
の
方

九
十
歳
以
上
の
方
を
小
学
校

区
別
に
紹
介
し
ま
す
。

江
尾
小
学
校
区
（
三
十
七
名
）

車
　
　
　
琴
さ
ん
　(

一
〇
二
歳)

木
村
サ
ダ
コ
さ
ん
　(

一
〇
〇
歳)

佐
々
木
し
げ
こ
さ
ん(

九
十
九
歳)

篠
田
　
貞
子
さ
ん
　(

九
十
七
歳)

戸
田
ユ
キ
コ
さ
ん
　(

九
十
六
歳)

坂
本
　
静
枝
さ
ん
　(

九
十
五
歳)

徳
岡
　
定
子
さ
ん
　(

九
十
五
歳)

山
口
　
ち
よ
さ
ん
　(

九
十
五
歳)

手
島
　
淺
子
さ
ん
　(

九
十
四
歳)

澤
田
重
太
郎
さ
ん
　(

九
十
四
歳)

角
田
き
ぬ
江
さ
ん
　(

九
十
三
歳)

安
田
　
　
梅
さ
ん
　(

九
十
三
歳)

生
田
　
梅
芳
さ
ん
　(

九
十
三
歳)

長
尾
ふ
さ
よ
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

末
次
　
文
惠
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

藤
岡
ふ
さ
こ
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

西
田
　
峯
子
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

來
海
　
久
子
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

吉
岡
　
一
枝
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

陶
山
　
芳
枝
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

新
見
　
　
修
さ
ん
　(
九
十
一
歳)

清
水
　
亮
惠
さ
ん
　(
九
十
一
歳)

遠
藤
　
愛
子
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

中
村
　
ナ
ツ
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

白
川
　
あ
き
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

砂
口
　
節
枝
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

手
島
　
　
京
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

清
水
た
か
代
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

川
上
　
初
枝
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

關
内
　
富
子
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

前
田
　
　
馨
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

安
田
　
茂
子
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

加
藤
　
静
枝
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

宮
本
喜
美
子
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

田
口
千
代
子
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

岡
田
　
正
一
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

長
尾
ま
つ
の
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

米
沢
小
学
校
区
（
二
十
二
名
）

各
務
　
亀
市
さ
ん
　(

一
〇
一
歳)

片
山
　
節
子
さ
ん
　(

九
十
七
歳)

川
上
　
泰
代
さ
ん
　(

九
十
七
歳)

岡
　
と
し
こ
さ
ん
　(

九
十
五
歳)

下
前
　
美
憲
さ
ん
　(

九
十
四
歳)

山
本
　
正
枝
さ
ん
　(

九
十
三
歳)

末
次
　
金
美
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

澤
田
か
ね
よ
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

川
上
　
春
子
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

宇
田
川
茂
子
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

松
本
　
照
子
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

大
岩
　
　
操
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

井
上
千
代
美
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

土
橋
　
ひ
で
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

末
次
　
雪
江
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

川
上
　
政
江
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

土
橋
　
竹
雄
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

三
上
　
修
治
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

筒
井
　
久
惠
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

末
次
　
録
郎
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

加
藤
も
と
よ
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

上
前
二
三
子
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

明
倫
小
学
校
区
（
十
五
名
）

水
田
　
安
市
さ
ん
　(

九
十
五
歳)

宇
田
川
壽
榮
さ
ん
　(

九
十
五
歳)

影
山
　
信
明
さ
ん
　(

九
十
四
歳)

古
川
　
敏
子
さ
ん
　(

九
十
四
歳)

石
原
　
明
哉
さ
ん
　(

九
十
三
歳)

梅
林
　
春
子
さ
ん
　(

九
十
三
歳)

佐
々
木
雅
子
さ
ん
　(

九
十
三
歳)

三
輪
　
由
江
さ
ん
　(

九
十
三
歳)

木
山
て
る
こ
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

山
部
　
豊
子
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

北
水
な
み
子
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

生
田
ミ
ツ
ノ
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

藤
原
ス
ミ
エ
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

影
山
　
春
枝
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

松
原
　
篤
子
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

俣
野
小
学
校
区
（
十
四
名
）

長
谷
川
高
治
郎
さ
ん(

九
十
七
歳)

長
谷
川
八
重
子
さ
ん(

九
十
五
歳)

加
藤
　
好
枝
さ
ん
　(

九
十
五
歳)

磯
江
　
清
枝
さ
ん
　(

九
十
三
歳)

加
藤
　
光
喜
さ
ん
　(

九
十
二
歳)

藤
原
四
万
代
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

加
藤
　
春
枝
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

藤
原
　
晴
江
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

木
山
不
二
慧
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

宮
本
　
照
美
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

藤
原
ミ
サ
子
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

岡
本
　
ト
メ
さ
ん
　(

九
十
一
歳)

宮
本
つ
ね
子
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

西
田
　
豊
忠
さ
ん
　(

九
十
　
歳)

車　　琴さん(102歳) 各務　亀市さん(101歳) 木村サダコさん(100歳)
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（9月30日現在）

《入所の状況》105名

《保育時間》　平　日　7時40分から18時00分（希望により延長18時30分）

　　　　　　　土曜日　7時40分から13時00分

《保育体制》

　・年齢別保育を実施しており、未満児保育の希望者が、増えている現状に対応し、次の職員体制で保育

　　を行なっています。

　・給食業務については、離乳食・アレルギー食を行い、調理師および調理補助を常時2名配置し、対応

　　しています。

　・未就園児の親子を対象として、子育て支援センター「ひだまり」を保育園内に設置し、子育て支援の

　　拠点としています。内容は、子育て相談・サークル支援（じゃりんこくらぶ）・ふれあいデー・ひだ

　　まり文庫・訪問事業などです。

《職員体制》

　　園　　長　　1人

　　園長補佐　　1人

　　（子育て支援センター担当）

　　主任保育士　1人

　　（兼務　うさぎ組）

　　調 理 師　　2人

　　調理補助　　2人

　　バス送迎員　1人

《保育料の基準額》

上段（　　）：国の基準　　　

下段　　　　：江府町の基準　

《保育料軽減措置》

　○2人同時入所した場合、どちらか1人減額補助（1/2相当額）

　○第3子が入所した場合、国の定める保育料の1/3相当額以下に減額

　○第2.3階層の父子母子世帯・在宅障害児世帯・生活保護世帯は、減額補助　

年長５歳児（ぞ　う組）

年中４歳児（きりん組）

年少３歳児（うさぎ組）

未満２歳児（り　す組）

未満１歳児（あひる組）

乳児０歳児（ひよこ組）

　　　　　計

保育士２人

保育士１人

保育士２人(内主任保育士１)

保育士１人保育補助２人

保育士２人

保育士１人保育補助２人

　　　　　１３人

29人

14人

24人

19人

12人

8人

106人

30人

30人

20人

6人

6人

3人

園児数項目
組別 職　員　配　置

国の最低基準
(職員１名に対し)

階
層

1

2

3

4

5

6

7

市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯

64,000円未満

64,000円以上160,000円未満

160,000円以上408,000円未満

408,000円以上

生活保護法による被保護世帯

第1階層および所得税課税世帯を除

き、前年度分の市町村民税の額の

区分が次の区分に該当する世帯

第1階層を除き、前年度分の所得税

課税世帯であって、その所得税額

の区分が次の区分に該当する世帯

幼　児 1、2歳児
定　　義

保育料の基準

3歳児

(0円)
0円

(9,000円)

2,420円

(19,500円)

9,700円

(30,000円)

24,810円

(44,500円)

38,680円

(61,000円)

46,300円

(6,000円)

1,620円

(16,500円)

6,540円

(80,000円)

48,510円

(79,670円)

48,510円

(27,000円)

21,660円

(27,000円)

20,370円

(33,870円)

30,890円

(27,770円)

25,660円

4歳以上児
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ス
ト
レ
ス
と
い
う
の
は
、
軽
い

う
ち
は
、
ほ
ど
よ
い
刺
激
と
な
り

ま
す
。

　
重
く
な
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
や
緊

張
感
、
不
安
感
な
ど
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　
生
活
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

多
く
の
方
が
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
（
図
１
）

　
過
度
の
ス
ト
レ
ス
は
、
胃
か
い

よ
う
な
ど
、
身
体
症
状
を
招
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
心
と
体
は
表
裏
一
体
、
自
分
な

り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
方
法
を
、
持

つ
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
方

法
で
す
が
、
多
く
の
方
が
、
睡
眠

と
答
え
て
い
ま
す
。

　
男
女
と
も
、
七
〜
八
割
の
方
が
、

睡
眠
で
休
養
が
取
れ
て
い
る
と
、

回
答
し
て
い
ま
す
。
（
図
２
）

　
睡
眠
は
、
心
の
健
康
を
保
つ
大

切
な
要
素
で
す
。

　
体
に
た
ま
っ
た
、
疲
労
を
軽
減

す
る
た
め
に
も
必
要
で
す
。

　
心
身
の
疲
れ
を
い
や
す
た
め
に
、

良
い
眠
り
を
得
る
工
夫
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
法

で
は
、
男
女
差
が
は
っ
き
り
と
現

れ
ま
し
た
。
（
図
３
）

　
女
性
は
、
誰
か
に
相
談
し
た
り
、

食
べ
た
り
す
る
な
ど
。

　
男
性
は
、
趣
味
や
睡
眠
で
、
ス

ト
レ
ス
を
解
消
す
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。

　
ま
た
、
男
性
は
女
性
よ
り
、
お

酒
や
タ
バ
コ
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消

す
る
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
健
康
を
害
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
お
勧
め
で

き
ま
せ
ん
。

　
健
康
の
た
め
に
、
良
い
ス
ト
レ

ス
解
消
法
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

（図1）

（図2）

（図3）

○睡眠3時間前には、食事を済ませ「腹8分目」　　　　○お風呂は、40度程度のぬるま湯がおすすめ
○明かりは、30ルクス程度のやわらかな明かりで　　　○枕は、肩幅で首の高さに合わせて（3～5cm）
○レタスの茎には、ラクッコピコリンというよく眠れる成分が含まれます。一日レタス3分の1個で効果が
　あります。
○起きてから、2～3時間以内に強い光を浴びると、体内リズムが調整されて目覚めがよくなる。朝の光は
　大切です。

平
成
十
六
年
度
生
活
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
�
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予
防
接
種
法
の
規
定
に
よ
り
、

六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

年
一
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
、
受
診
票
と
予

診
票
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
票
に
記
載
し
て
あ
る
内
容

を
よ
く
読
み
、
予
防
接
種
を
受
け

く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

本
人
が
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合

に
限
り
行
い
ま
す
。

【
接
種
期
間
】

　
十
月
二
十
四
日
〜
十
二
月
末

（
昨
年
ま
で
は
接
種
期
間
が

二
月
末
ま
で
で
し
た
。
今
年

か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
時
期
及
び
ワ
ク
チ
ン
の
安

定
供
給
に
つ
い
て
考
慮
し
、

十
二
月
末
ま
で
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
）

十
二
月
末
ご
ろ
に
六
十
五
歳

に
な
る
方
は
、
ご
注
意
く
だ

さ
い

　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一

日
は
、
医
療
機
関
に
よ
り
、
休
診

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
十
二
月
末
ご
ろ
に
、
六
十
五
歳

を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、
十
二
月
末

に
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
を
確

認
し
、
早
め
に
接
種
の
予
約
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

役
場
福
祉
保
健
課
（
七
五
‐
六
一

一
一
）
で
も
確
認
で
き
ま
す
の
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

十
二
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に

六
十
五
歳
に
な
る
方
へ

　
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力

が
で
き
る
ま
で
に
は
、
二
週
間
程

度
か
か
り
、
そ
の
効
果
が
十
分
に

持
続
す
る
期
間
は
、
五
か
月
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
に
、

間
に
合
う
よ
う
に
す
る
に
は
、
十

二
月
上
旬
ま
で
に
接
種
を
終
了
す

る
こ
と
が
、
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
く
接
種
を
受
け
く

だ
さ
い
。

【
対
象
】

　
六
十
五
歳
以
上
の
接
種
希
望
者
。

　
受
診
票
は
、
十
二
月
三
十
日
ま

で
に
、
六
十
五
歳
以
上
に
な
る
方

全
員
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
通
知
が
手
元
に
届
い
て
い
て
も
、

ま
だ
六
十
五
歳
に
な
っ
て
い
な
い

方
は
、
必
ず
六
十
五
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
て
か
ら
受
け
て
く
だ

さ
い
。

【
接
種
場
所
】

　
鳥
取
県
西
部
に
あ
る
医
療
機
関

【
持
っ
て
い
く
も
の
】

　
受
診
票
、
予
診
票
（
記
入
の
う

え
持
参
く
だ
さ
い
）
、
健
康
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）

【
料
金
】

　
受
診
票
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

（
町
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
無
料
）

【
そ
の
他
】

　
受
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

再
発
行
し
ま
す
。

　
役
場
福
祉
保
健
課
（
七
五
‐
六

一
一
一
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

インフルエンザは普通のカゼとは違います！
　普通のカゼは、のどの痛みや鼻水、くしゃみ、せきなどが中心です。

　インフルエンザの症状は、普通のカゼの症状に加えて、38℃以

上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛などの全身の症状も強く出現します。

　また、インフルエンザは流行性のカゼで、短期間に乳幼児から

高齢者まで多くの人がインフルエンザにかかります。

　高齢者や、呼吸器、心臓などに慢性の病気を持つ方は、重症化

して気管支炎や肺炎になることが多く、まれにですが死亡すると

いった例もありますので、注意が必要です。

インフルエンザを予防しよう！
１．流行前に予防接種を受ける。
　　（日本では11月～4月にかけて流行します）
２．人ごみは避ける。
３．加湿器などを使用し、室内の湿度を保つ。（50～60％）
４．日頃からバランスのよい栄養をとる。
５．帰宅後はうがいと手洗いをする。
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【FAX119番の利用対象者】　聴覚障害者の方、発語に支障のある方など

【FAX119番の通報番号】　　119番へ（一般の119番通報と同じで、ファクシミリを使

　　　　　　　　　　　　　　用して119をダイヤルし、送信します。）

【お問合せ先】　　鳥取県西部広域行政管理組合　消防局指令課

　　　　　　　　　電話：0859－35－1960

　　　　　　　　　メールアドレス：shireika@tottori-seibukoiki.jp

【業務内容】　聴覚障害者の方の相談に応じ必要な支援を実施し、家庭生活・社会生活の充実

　　　　　　　を図ります。（相談員は手話ができます。）

【設置場所】　鳥取県西部総合事務所福祉保健局内（米子市東福原1－1－45）

【相談時間】　平日8：30～17：00（上記以外の時間も必要な場合は相談に応じます。）

【連 絡 先】　鳥取県社会福祉協議会　笹間

　　　　　　　電話：0859－31－1165　ファクシミリ：0859－31－9325

　　　　　　　メールアドレス：sasama@tottori.wel.or.jp

　鳥取県西部広域行政管理組合消防局では、言語、聴覚障害者の方などに対して、

ファクシミリで119番通報ができるシステムを整備しました。

　鳥取県では、鳥取県社会福祉協議会に委託し、「聴覚障害者相談員設置事業」を

開始しています。

　この事業は、聴覚障害のある方から、相談を受けるだけでなく、面接・訪問など

も行い、相談を必要としている聴覚障害のある方への、相談支援を行う事業です。
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　山林は、私たちが長い間、丹精こめて育ててきた、大切
な財産です。
　町では、大切な山林を生かすため、「森づくり作業道整
備事業」を活用し、現在までに、町内の集落林で３路線を
開設し、今年１路線を計画しています。
　これにより、森林の維持管理の促進が図られ、間伐材の
搬出が容易になります。
　また、鳥取県では、間伐材の搬出・出荷のための事業と
して、「間伐材搬出促進事業」を整備して、支援を行って
います。
　日野郡内では、鳥取県内事業量の６割を超える、３万立
方メートルの間伐材が、原木市場などへ出荷されています。
　大切に育ててきた、財産を生かすため、作業を行う山を
取りまとめて（森林の団地づくり）、森林を大切に育てて
いこうという取り組みが進められています。

＜活用できる事業＞
事　　業　　名 内　　　　　　容 補　　助　　率　　等

間 伐 材 搬 出 促 進 事 業

森づくり作業道整備事業

山土場から原木市場への、間伐材
の運搬経費など

間伐等を進めるための、作業道開

設

１立方メートル当たり4,300円を
助成（平成18年度まで）

８/１０

○期　日：１０月２７日（木）

○時　間：９：００～１６：００　（１２時から１３時の間は除く）

○場　所：総合健康福祉センター横

○献血のできる方

　　※６５歳以上の方は、６０歳～６４歳までの間に献血経験がある場合に限ります。

○必要なもの：献血手帳（献血経験のある方）

　　　　　　　本人の確認ができるもの（運転免許証・保険証など）

　　　　　　　（初めて献血される方・過去献血された方で、本人の確認ができるものを提示いただい

　　　　　　　ていない方のみ必要となります。）

○そ　の　他：献血には、１時間程度かかります。

　　　　　　　献血された血液は、肝機能検査、コレステロール測定、総たんぱく量測定などの検査を

　　　　　　　行い、献血者全員に、検査結果を通知しています。自分の健康状態を知る目安として、

　　　　　　　健康管理にご利用ください。

　　　　　　　当日、医師の診察等により、献血をお断りする場合もあります。その際はご了承ください。

　　　　　◎新たにご協力いただける方は、10月20日（木）までに役場福祉保健課へ連絡ください。
　　　　　　　　問い合わせ先　役場福祉保健課　（電話　75－6111）

献血種別 血漿成分献血 血小板成分献血

年　齢

体　重

１８歳～６９歳※ １８歳～５４歳

男性　４５k g以上　　女性　４０k g以上

～～～～～～～～～～～～～～～～～～

昨年開設された助沢の作業道
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九
月
二
十
三
日
、
琴
浦
町
に
あ

る
、
鳥
取
県
中
央
家
畜
市
場
で
、

鳥
取
県
畜
産
共
進
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
鳥
取
県
全
域
か
ら
、
和
牛
五
十

七
頭
、
乳
牛
七
十
三
頭
の
出
品
が

あ
り
、
江
府
町
か
ら
も
、
和
種
種

牛
の
部
に
二
頭
が
出
品
さ
れ
、
上

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栗
尾
の
加
藤
琢
美
さ
ん

の
「
つ
る
ひ
め
号
」
が
連
産
牛
表

彰
（
十
産
）
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
１
部
　
和
種
種
牛
の
部

第
３
区
　
若
雌

　
優
等
賞
十
一
席
　
し
げ
み
つ
号

　
　
　
美
用
　
下
垣
研
一
さ
ん

第
５
区
　
繁
殖
雌
牛
群

　
優
等
賞
首
席
　
ゆ
み
こ
号
　
　

　
　
　
袋
原
　
新
見
一
郎
さ
ん

　
子
供
の
国
保
育
園
で
、
九
月
十

八
日
、
運
動
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
運
動
会
に
向
け

て
、
太
鼓
や
競
技
の
練
習
を
し
て

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
残
暑
が
厳
し
い
中
で

し
た
が
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
、
上
手
に
競
技
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
応
援
に
来
た
、
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
た
ち
は
、
か
わ
い
ら
し
い
園

児
の
姿
に
、
大
き
な
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　
俣
野
小
学
校
で
、
十
月
二
日
、

池
の
内
集
落
の
水
田
（
一
・
二
ア

ー
ル
）
に
苗
を
植
え
た
、
ヒ
メ
ノ

モ
チ
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
児
童
が
保
護
者
と
地

区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、

台
風
で
倒
れ
た
稲
を
、
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
、
鎌
で
手
刈
り
を
し

て
ハ
デ
に
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
収
穫
し
た
モ
チ
米
は
、
学

校
で
モ
チ
を
つ
き
、
賞
味
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
今
か
ら
児
童

は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
の

間
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
の
二
十
六
日
に
は
、
伯

耆
町
溝
口
で
、
伯
耆
町
と
合
同
の

街
頭
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
生
、
中
学
生
の
通

学
時
間
に
は
、
通
学
路
で
交
通
安

全
指
導
員
や
各
集
落
の
区
長
さ
ん
、

母
の
会
の
み
な
さ
ん
な
ど
が
、
街

頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

あなたのまわりの
明るい話題お知ら
せください。
総務課　　　　　
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9月25日（日）～運動公園総合グラウンド～
　ときおり吹く秋の強風とにわか雨にも負けず、伝統ある種目に新種目に熱い戦いが展

開されました。また、各集落のテントは、小旗を振りながら大声援を送る姿や、みんな

一斉に万歳をして勝利を分かち合う姿など終始なごやかな雰囲気につつまれていました。
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��
��
��
��
��
��
　
平
成
十
七
年
度
　
江
府
町
人
権

同
和
問
題
小
地
域
懇
談
会
が
、
十

月
二
十
日
（
木
）
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
十
月
七
日
（
金
）

午
後
七
時
か
ら
防
災
・
情
報
セ
ン

タ
ー
で
出
向
者
の
事
前
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
を
実
施
す
る
た
め
の
概

要
と
出
向
者
の
割
り
当
て
、
集
落

に
お
い
て
の
話
し
合
い
の
仕
方
な

ど
を
研
修
し
、
熱
心
な
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
結
婚
差
別
」

で
す
。

　
部
落
差
別
の
中
で
、
最
も
意
識

改
革
が
難
し
い
と
い
わ
れ
る
「
結

婚
差
別
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
う

こ
と
に
よ
り
、
被
差
別
の
立
場
に

あ
る
人
た
ち
の
気
持
ち
を
考
え
、

「
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
」
こ

と
を
繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、
「
な

ぜ
差
別
を
な
く
せ
な
い
の
か
」
を

話
し
合
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
幸
せ
な
結
婚
、
期
待

さ
れ
る
家
庭
と
い
っ
た
意
識
の
陰
に
、

家
意
識
や
偏
見
が
あ
り
は
し
な
い

か
を
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
意
識
や
偏
見
は
部
落
差
別
ば

か
り
で
な
く
、
障
害
の
あ
る
人
た

ち
や
、
病
気
の
人
た
ち
へ
の
差
別

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
多
様
な
背
景

を
持
っ
た
人
び
と
と
の
出
会
い
と

関
係
を
、
積
極
的
に
受
け
止
め
ら

れ
る
社
会
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
い
ま
何
が
で
き
る

か
を
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

　
参
加
者
は
、
人
の
話
を
共
感
的
に
、

最
後
ま
で
し
っ
か
り
と
聞
く
こ
と
や
、

自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
話
す
こ

と
な
ど
、
堅
苦
し
い
懇
談
会
に
な

ら
な
い
よ
う
お
互
い
に
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
各
集
落
の
日
程（
予
定
）●

　
　
　
前
半
の
出
向
日
で
す

・
十
月
二
十
日

　
　
　
　
西
成
・
本
町
二
丁
目

・
十
月
二
十
一
日

　
　
　
　
武
庫
・
本
町
三
丁
目

・
十
月
二
十
五
日

　
　
　
　
吉
原
・
本
町
一
丁
目

・
十
月
二
十
六
日

　
　
　
　
袋
原
・
美
用

・
十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
柿
原
・
池
の
内

・
十
一
月
一
日

　
　
　
　
佐
川
・
杉
谷

・
十
一
月
二
日

　
　
　
　
本
町
五
丁
目
・
新
道

・
十
一
月
四
日

　
　
　
　
小
原
・
下
安
井

・
十
一
月
八
日

　
　
　
　
本
町
四
丁
目
・
洲
河
崎

・
十
一
月
九
日

　
　
　
　
一
旦
・
宮
市
原

・
十
一
月
十
一
日

　
　
　
　
新
町
一
丁
目
・
大
満

第31回江府町人権・同和教育研究集会

★と　き：12月8日（木）

★ところ：山村開発センター

みなさんのご参加をお待ちしています

in

大岩　江美さん（新一）
美月ちゃん（2歳）・陽平ちゃん（1歳）

清水エスペランザさん（新一）
優子ちゃん（2歳）

みんなに会えるのをとても楽し

みにしています。じゃりんこに

出かける朝はいつもウキウキです。
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江
府
中
学
校
の
英
語
指
導
助
手
、

マ
ー
カ
ス
先
生
が
来
ら
れ
て
か
ら

二
ヶ
月
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
九
月
か
ら
は
中
学
校
で
の
勤
務

も
は
じ
ま
り
、
新
鮮
な
毎
日
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
違
い
に
戸
惑

わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
ん
。

〜
日
本
の
生
活
の
な
か
で
〜

ON JAPNESE CULTURE（日本の文化について）
アメリカと日本の違いについて、またそのことに対する苦労や感想がつづられていました。

Japanese people drive on the left side of the road. Americans drive on the right.

（日本人は、道路の左側を運転する。　アメリカ人は右側を運転する。）

This made driving confusing for me at first.

（初めは運転するのに混乱した。）

　※これはまず最初におもうことのひとつだと思います。　ほかにはどうでしょうか？

In Japan, electricity outlets have two holes. In America, there are three.

（日本の電気コンセントは２つの穴がある。　　アメリカは３つある。）

This makes it hard for me to plug some American devises in.

（いくつかアメリカの電気製品をもってきたので、苦労した。）

　※これには気が付きませんでした。　今では大丈夫のようです。

But these differences are small. They are not impotant.

（でもこれらのことは、小さなことで重要なことではない。）

What is important is a place's culture－that is, how people think, and how people act ,and most

（大切なのは、その土地の文化だ。　　人々がどう考え、どう行動するか？　そしてもっとも

importantly, how people treat each other..

大切なことは、どうお互いを気づかうかである。）

And it is these things that make Japan a great country.

（これらのことは、日本を偉大な国にしている。）

Everyone has taken good care of me, to make sure I have food and friends and fun.

（誰も私を助けてくれる。友人と食事もできて楽しい。）

People I do not know bow politely. People smile at me, and their smiles are sincere.

（みんながていねいにお辞儀をしてくれるとは思わなかった。　みんな私にほほえみかける。

それも心から。）

People of Kofu-cho have opened their homes and their hearts to me.

（江府町のひとたちは、家も心も開放的である。）

　※「おもてなしの心」という日本と江府町のすばらしさにふれながら、日々過ごされているのでは

ないでしょうか？
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第
二
十
六
回
江
府
町
民
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
、
十
月
二
日
、
運

動
公
園
総
合
体
育
館
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
Ａ
リ
ー
グ
９
チ
ー
ム
、
Ｂ
リ
ー

グ
３
チ
ー
ム
の
出
場
で
白
熱
し
た

好
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
特
に
Ａ
リ
ー
グ
の
決
勝
は
、

新
町
一
丁
目
・
貝
田
Ａ
・
助
沢
の

３
チ
ー
ム
が
い
ず
れ
も
一
勝
一
敗

の
互
角
の
戦
い
と
な
り
、
得
失
セ

ッ
ト
率
の
結
果
、
新
町
一
丁
目
が

制
し
ま
し
た
。

〔
Ａ
リ
ー
グ
〕

　
一
　
位
　
　
新
町
一
丁
目

　
二
　
位
　
　
貝
　
田
Ａ

　
三
　
位
　
　
助
　
沢

そ
の
他
の
出
場
チ
ー
ム

　
米
原
・
本
町
二
丁
目
・
池
の
内

　
尾
之
上
原
・
日
の
詰
・
深
山
口
連
合

　
本
町
五
丁
目

〔
Ｂ
リ
ー
グ
〕

　
一
　
位
　
　
佐
　
川

　
二
　
位
　
　
貝
　
田
Ｂ

　
三
　
位
　
　
小
江
尾

〔
出
場
３
チ
ー
ム
〕

　
第
十
六
回
江
府
町
職
域
対
抗
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
、
十
月
六
日

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
合
計
七
チ
ー
ム
を
、
グ
ル
ー
プ

Ａ
と
グ
ル
ー
プ
Ｂ
に
分
け
て
予
選

リ
ー
グ
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
位
の

チ
ー
ム
で
決
勝
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
頃
練
習
を
さ
れ
て
い
る
方
や
、

数
年
ぶ
り
に
プ
レ
ー
を
さ
れ
た
方

な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
テ
ニ
ス
の

町
ら
し
く
、
接
戦
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
予
選
リ
ー
グ
】

　
グ
ル
ー
プ
Ａ

　
　
一
　
位
　
　
商
工
会
　
宙
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
そ
ら
）

　
　
二
　
位
　
　
役
　
場

　
　
三
　
位
　
　
Ｊ
Ａ
―
２

　
グ
ル
ー
プ
Ｂ

　
　
一
　
位
　
　
Ｊ
Ａ
―
１

　
　
二
　
位
　
　
マ
グ
マ
体
指

　
　
三
　
位
　
　
商
工
会
　
月
組

　
　
四
　
位
　
　
教
員
連
合

【
決
　
勝
　
戦
】

　
　
優
　
勝
　
　
商
工
会
　
宙
組

　
　
準
優
勝
　
　
Ｊ
Ａ
―
１

〜
Ａ
リ
ー
グ
新
町
一
丁
目
、
Ｂ
リ
ー
グ
佐
川
が
制
覇
〜

こんなルールで試合をします
Ａリーグ

　男女混合で、試合中は常時２名以上の女性が

プレーする。

Ｂリーグ

　男女混成で、前衛３名はすべて女性とする。

男性がサーブするときは下から、相手コートに

返すときはオーバーパスかアンダーパス。アタ

ックラインをこえて攻撃やブロックはできない。

接
戦
、熱
戦
を
展
開
！

　
第
十
六
回
江
府
町
職
域
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▲商工会　宙組チーム

▲

新
町
一
丁
目
チ
ー
ム

▲

佐
川
チ
ー
ム
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　第17回全国生涯学習フェスティバルが『夢砂丘　まなびのオアシス　さがそうよ』をキャッチフレーズに、

県下一斉に開催されました。このうち、10月9日の「西部地区公民館活動発表会」に、ハンドベルグループの演

奏と陶芸講座の作品展示、「生涯学習リレーマラソン」に米沢小学校4年生以上全員参加の米沢っ子神楽が出

演し、日ごろの練習の成果を全国に発信しました。中でも文化ホールメインステージでのハンドベルは、始ま

りとともに会場を静まり返らせ、演奏を重ねるごとに場内のあちらこちらからハミングが聞こえ出すと、エ

ンディングの「ふるさと」では自然に場内がひとつの合唱団となっていました。

　
十
月
二
十
七
か
ら
十
一
月
九
日
ま
で
の
、「
文
化
の
日
」を

中
心
と
し
た
二
週
間
は
読
書
週
間
で
す
。

　
読
書
は
、一
生
を
か
け
て
も
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
出
来

事
や
古
今
東
西
の
多
く
の
人
に
出
会
え
、一
緒
に
旅
を
し
、お

し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
秋
、あ
な
た
も『
読
書
習
慣
』を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
？
　
き
っ
と
素
敵
な
出
会
い
が
あ
る
は
ず
・・・・
　

図書館ではこの週間に合わせ、近年の「芥

川賞」「直木賞」受賞作品を集めてみま

した。あなたのお気に入りを探しにき

てください。

▲演奏が終わって「いい笑顔です!!」 ▲透きとおったベルの音に会場全体がひきこまれました

▲丹精込めた作品の晴れ舞台です

▲「えいっ、やぁっ」かけ声も高らかに
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恋
バ
ナ
青
・
赤
　
　
　
　
Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ

　
「
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
」
「
も
っ
と
、

生
き
た
い
・
・
・
」
の
Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
が
メ

ー
ル
な
ど
で
送
ら

れ
て
き
た
実
話
を

基
に
物
語
化
し
た

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー

リ
ー
＆
恋
の
詩
。

震
度
０
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
秀
夫

　
阪
神
大
震
災
の
さ
な
か
、
一
人
の
県
警

幹
部
が
姿
を
消
し
た
。
蒸
発
か
？
事
件
か
？

Ｎ
県
警
幹
部
６
人

の
利
害
と
思
惑
が

交
錯
す
る
。
本
格

警
察
小
説
。

頭
が
い
い
、
悪
い
人
の
〈
言
い
訳
〉
術
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
裕
一

　
人
間
だ
れ
し
も
失
敗
す
る
。
そ
ん
な
時
、

《
言
い
訳
》
ひ
と
つ
で
、
ピ
ン
チ
を
乗
り

切
る
人
も
い
れ
ば
、
墓
穴
を
掘
っ
て
し
ま

う
人
が
い
る
。

そ
の
差
は
ど
こ

か
？
《
言
い
訳
》

の
実
例
を
あ
げ
、

傾
向
と
対
策
を
練
る
驚
異
の
ミ
リ
オ
ン
セ

ラ
ー
待
望
の
続
編
。

ひ
と
り
ず
も
う
　
　
　
さ
く
ら
も
も
こ

　
さ
く
ら
も
も
こ
の
６
年
ぶ
り
の
書
き
下

ろ
し
エ
ッ
セ
イ
。

テ
ー
マ
は
「
青
春
」
。

爆
笑
、
そ
し
て
感

動
！

東
京
タ
ワ
ー

　
　
オ
カ
ン
と
ボ
ク
と
、
時
々
、
オ
ト
ン
　
　

　
　
　
　
　
　
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

　
母
親
と
は
？

家
族
と
は
？
普

通
的
な
テ
ー
マ

を
熱
く
リ
ア
ル

に
語
る
著
者
初

の
長
編
小
説
。

貸
出
期
間
・
冊
数
の
ご
案
内

本
の
貸
出
期
間
・
冊
数
を
下
記
の
よ

う
に
変
更
し
ま
し
た
。

《
　
本
　
》一
人
５
冊
ま
で
２
週
間

　
　
　
　（
新
着
本
は
一
人
２
冊
ま
で
）

《
雑
　
誌
》一
人
５
冊
ま
で
２
週
間

《
ビ
デ
オ
》一
人
２
本
ま
で
１
週
間

・
生
き
て
死
ぬ
智
慧

（
柳
澤
　
桂
子
）

・S
P

E
E

D

（
金
城
　
一
紀
）

・
新
ゴ
ー
マ
ニ
ズ
ム
宣
言S

P
E

C
IA

L

　
靖
国
論

（
小
林
よ
し
の
り
）

・
野
ブ
タ
。
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
　

（
白
岩
　
　
玄
）

・
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
　（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ビ
ア
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ト
リ
ア
ス
・
デ
・
ベ
ス
）

・A
M

E
B

IC

　

（
金
原
ひ
と
み
）

・
め
ざ
め

（
藤
堂
志
津
子
）

・
優
し
い
音
楽
　

（
瀬
尾
ま
い
こ
）

・
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
し
ま
う
、
あ
な
た
へ
　

（
宇
佐
美
百
合
子
）

・
あ
な
た
が
私
を
好
き
だ
っ
た
頃
　

（
井
形
　
慶
子
）

・
い
い
言
葉
は
、
い
い
人
生
を
つ
く
る
　

（
斉
藤
　
茂
太
）

・
養
生
の
実
技
〜
つ
よ
い
カ
ラ
ダ
で
な
く
〜
　

（
五
木
　
寛
之
）

・
決
断
力
　

（
羽
生
　
善
治
）

・
星
の
王
子
さ
ま
　
（
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
サ
ン
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
）

・
下
妻
物
語
・
完
　

（
嶽
本
野
ば
ら
）

・
自
分
の
ま
わ
り
に
い
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
起
こ
る
本
　

（
原
田
真
裕
美
）

・
天
使
の
ナ
イ
フ
　

（
薬
丸
　
　
岳
）

・
東
京
奇
譚
集
　

（
村
上
　
春
樹
）

・
ハ
ー
ド
ル
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
富
多
美
・
青
木
和
雄
）

・
地
獄
堂
霊
界
通
信
�
　
Ｖ
Ｏ
Ｌ
１
〜
３
　

（
香
月
　
日
輪
）

・
読
む
だ
け
で
絶
対
や
め
ら
れ
る
禁
煙
セ
ラ
ピ
ー
　（

ア
レ
ン
・
カ
ー
）
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　町では、今年結婚50周年を迎える方をお祝いします。
該当の方は報告ください。
●該当の方
　①昭和30年1月1日から昭和30年12月31日までに、
　　婚姻届（戸籍届出）をされている夫婦
　②江府町に本籍があり、在住の夫婦
●報告期限　10月28日（金）
●報告・問合せ先
　役場　町民課　（電話 75－3223）

結婚50周年をお祝いします

　四季折々の自然、詩情豊かな風景、伝統ある営み・・。
　私たちの日野郡には、すばらしいものがたくさん
あります。
　その魅力を、県内外の方に知っていただくため、
PRビデオを作ることにしました。
　ビデオの中で、ふるさとを思い起こさせるような、
懐かしくなるような方言を織り交ぜて、話してくだ
さる話し手を求めています。
　ボランティアでの協力をお願いします。
●対 象 者　日野郡在住の６０歳以上の女性
●応募締切　11月30日（水）
●そ の 他
　申込み複数の場合は、応募者の中から、事務局で
　選考いたします。
●問合せ先
　日野郡広域観光推進協議会　電話 72－2083

　役場　企画財政課　　　　　電話 75－3305

「話して」ボランティア募集

介護福祉士国家試験にかかる全国一斉模擬試験について

　源泉徴収義務者の方を対象とした、平成17年分の
年末調整説明会を次の日程で行います。

年末調整説明会について

　本人の知らない間に、住民票の異動届が提出され
るという事件が、全国的に発生しています。
　このような、不正な届出を防止するため10月1日より、
役場窓口などで、個人情報が記載されている証明書
の申請や、異動届出をされる際、窓口に来られた方の、
本人確認をさせていただいています。
　対象となる証明書や、届出確認のための書類などは、
町報こうふ8月号をご覧いただくか、次のところに問
合せください。
・住民票、印鑑証明など　　　　 町民課 75－3223

・国保、介護保険の申請など　福祉保健課 75－6111

・上下水道料金支払証明書など　 建設課 75－3306

窓口での本人確認にご協力下さい

開催日 時　間 場　　　所

１１月　９日

１１月１１日

１１月１４日

１１月１６日

１１月１７日

日野郡PRビデオ

○申 込 み 締 切 り　10月28日（金）（必着）
○問合せ・申込み先　〒689－0201　鳥取市伏野1729－5　鳥取県介護福祉会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　 電話0857－59－6336　 FAX0857－59－6341

○日にち等

13時30分~
　　15時30分

10時~12時
13時30分~
　　15時30分

13時30分~
　　15時30分

13時30分~
　　15時30分

13時30分~
　　15時30分

日南町
　　文化センター

米子コンベンショ
ンセンター

江府町
山村開発センター

境港市文化ホール

福祉保健センター
なわ

項　　目

筆　記

実技（講習）
実技（模試）

日にち

１２月１１日

２月１１日
２月１２日

定　　員
７０名
７０名
６０名

午前・午後各３０名

　　　　　　会　　　　　　　場
県立福祉人材研修センター（鳥取市伏野）
ふれあいの里（米子市錦町）
県立福祉人材研修センター（鳥取市伏野）
県立福祉人材研修センター（鳥取市伏野）
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10月分

●求人情報に関する問い合わせ先 米子公共職業安定所根雨出張所（TEL72-0065）

久連7 不問 126,000～129,360介護職員

求人事業所名 所 在 地 職 　 　 種 年 齢 賃 　 金 就業時間

社会福祉法人寿耕会　チロルの里

※ 町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

8：30～17：30
16：30～ 9：30

10月 11月
都合により、日程が変更される場合があります。

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間 行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

江府町文化祭（作品展示）

職域卓球大会

糖尿病二次検診結果説明会

職域卓球大会

わくわく江府（24日まで）

食生活改善推進員養成講座

高齢者スポーツ大会

乳児健診・BCG接種

補聴器修理相談会（トーシン）

陶芸講座

和紙折紙教室

ゴルフ教室

補聴器修理相談会（中国）

成分献血

犬・猫引取日

就学時健康診断

動脈硬化予防教室

たんぽぽ学級

じゃりんこくらぶ

カサラファーム収穫祭

貝田大飯喰いフェスティバル2005

ゴルフ教室

水墨画教室

防災情報センター

総合体育館

総合健康福祉センター

総合体育館

町内

総合健康福祉センター

総合体育館

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

高齢者創作館

防災情報センター

グリーンパークゴルフ場

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災情報センター

総合健康福祉センター

防災情報センター

市民農園カサラファーム

市民農園カサラファーム

貝田運動公園

グリーンパークゴルフ場

町内

8：30～19：00

18：00～

13：00～16：00

18：00～

9：00～14：00

9：00～12：00

13：00～13：30

13：30～15：00

13：00～

10：00～

13：00～

13：00～14：00

9：00～16：00

8：30～ 9：00

12：50～

13：00～16：00

19：20～21：00

9：30～

10：30～

13：00～

13：30～

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

町内

総合体育館

グリーンパークゴルフ場

防災情報センター

役場南庁舎

総合健康福祉センター

防災情報センター

明道館

明道館

●広域隣保活動の教室参加希望者は、本五集会所（　75-2624）へ連絡して下さい。
●毎月第２水曜日は、人権行政相談会を役場南庁舎で行っています。

巡回図書

チロルの里ウォークラリー

ゴルフ教室

ガーデニング講座

人権行政相談

犬・猫引取日

たんぽぽ学級

解放文化祭

解放文化祭

8：40～16：10

9：30～

13：00～

19：30～

9：00～12：00

8：30～ 9：00

19：20～21：00

8：30～21：00

8：30～15：00

江府町人権同和問題啓発標語

明倫小学校６年　西　村　恭　彦　『助け合い』差別をなくす 合言葉
江尾小学校２年　桑　原　つとむ　友だちにあげようえ顔プレゼント

学年は応募があった平成16年度時点で掲載しています。

○日　時　　10月30日（日）9時30分から

○場　所　　カサラファーム

○参加者　　市民農園契約者、そばオーナー、

　　　　　　一般町民

○参加費　　中学生以上　一人1，000円　

　　　　　　小学生　　　一人 500円

　秋の味覚をお楽しみください。ご参加をお待ちしています。
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人の動き

ご 寄 付

9月届
（敬称略）

（住所）　　　（氏名）　 （年齢）（世帯主）
◎ごめい福を祈ります

◎見舞い返しとして

◎香典返しとして

御　机　小椋　　登　91歳　英五
佐　川　松原　正毅　95歳　孝史
武　庫　梅林　晴壽　81歳　克寿

御　机　小椋　英五　父登死去
佐　川　松原　孝史　正毅死去

尾之上原　宮本　勅寛　本人退院
尾之上原　宮本　茂夫　本人退院
柿　原　田中　美子　本人退院

社会福祉協議会に次の方からご寄付を
いただきました。
（9月分）敬称略

火　　災
火災ゼロ継続日数

　　　　 42日　（10月1日現在）

交通死亡事故ゼロ継続日数

　　　　 517日　（10月1日現在）

（住所）　　（氏名）　（性別）（保護者）
◎お誕生おめでとう

江　尾　北村　栄寿　男　 曉

筒井　範明　下蚊屋
細田　真理　米子市から

◎ご結婚を祝します

）

　最近、黒坂警察署管内においても、｢融資保証金詐欺｣が多発し

ています。

　４月以降、黒坂警察署に届けられた、融資保証金詐欺は６件で、

被害総額は約４００万円にもなります。

融資保証金詐欺とは、振り込め詐欺の手口のひとつで、実際に融

資をしていないのに、ダイレクトメールのハガキ、封筒を送って

きたり、雑誌の広告面を利用して、

「即日融資可能」「完全無審査」「ローンを１本化します」

「低金利・保証人不用」

などと申込者をつのり、融資を申し込んできた者に、

「あなたの信用を確認するため、先に振り込んでください」

「融資の保証金に必要なので、先に振り込んでください」

などといって、現金を口座に振り込ませてお金をだまし取る手口

です。

　これらの多くは、「ヤミ金融業者」による犯行ですが、大手の

消費者金融や、クレジット会社の名称に似た、金融会社名をかた

っているケースもあります。

みなさんへのお願い
通常、融資を行う前に、申込者へ現金の振り込み要求を行うこ

とはありません。

住民のみなさんは、

○「超低金利」「即日融資」「ローン１本化」などの、甘い

　融資話にはのらない

○融資を受ける前に、「信用を確認する」「保証金として入金して」

　などといって、振込みを要求してくる融資話にはのらない

ということに心がけ、悪質な詐欺の被害にあわないように注意

してください。
「日野総合事務所へのご意見、日野総合事務所へのご意見、ご提案について」ご提案について」「日野総合事務所へのご意見、ご提案について」

　毎年誕生月の月初めに社会保険業
務センターから現況届の用紙（はが
き）が送付されます。
　必要事項を記入の上、誕生月の
末日までに投函してください。
　もし紛失された場合には、役場に
用紙がありますのでご連絡ください。

役場町民課（　75－3223）

納付期限
　10月分
　平成17年11月30日まで
　社会保険事務所から送られて
いる納付書を添えて金融機関で
お支払いください。
　なお、口座振替の方は、上記
期限が振替日です。

現況届を提出しないと、
年金の支給が一時ストップします。

必ず提出しましょう。

　日野総合事務所では日野郡住民の皆さ
ん方の声を施策に反映させていくため、皆
さんが地域や職場、家庭で気づかれた県の
行政についての意見・提言・アイデア・要望・
苦情などを募集しています。
　皆さんから寄せられた声は、日野総合事
務所から本庁へ伝えますので、是非ご意見
をお聴かせください。
ファクシミリ・メールでもお受けします。
ファクシミリ 0859－72－2072
メールアドレス h-kenminkyoku＠pref.tottori.jp

日野総合事務所県民局県民課
電話：0859－72－2083
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◆材　料（10人分） ◆作り方
①　ボールにそば粉、小麦粉、卵、

塩、ゆずを入れ、全体を軽く

混ぜてからこねてまとめる。

（生地のまとまりが悪いとき

には水大さじ１を加える。）

②　打ち粉をして①を太さ

4mmに延ばす。

③　長さ5cmの細い棒状に切る。

④　③を油でゆっくり揚げる。

⑤　鍋に蜜を煮立て④を加え、

からめる。

そば粉　　100ｇ
小麦粉　　70ｇ
重曹　　　小さじ 1
卵　　　　１個
ゆず皮　　少々
（ゆずがなければレモン）
砂糖　　　大さじ 1
塩　　　　一つまみ
打ち粉　　適宜
揚げ油　　適宜
砂糖　　　大さじ 2
水　　　　大さじ 1

江府町食生活改善推進協議会

エネルギー　 237kcal
たんぱく質　 1.8g
脂質　　　　 17.8g
炭水化物　 16.1g
カルシウム　 5mg
塩分　　　　 0.2ｇ

新ソバがそろそろできるころ。
香りのよいカリカリのかりんとうを
つくってみましょう。

１人分の栄養素（40g）

　10月6日、鳥取県総合防災訓練が、
県西部を会場に行われました。
　例年は、11月ごろ行われていますが、
今年は、鳥取県西部地震か
ら5年目に当たり、地震が
発生した、この日に行われ
ました。
　町での訓練の内容は、各
小中学校、保育園の避難誘
導訓練や、物資の搬送訓練
などをしました。 対策本部での図上訓練

徳島県からの応援ヘリコプター

陸上自衛隊による物資輸送訓練 重傷者を想定しての病症者搬送訓練


